
インターネット
:IP技術を利用した相互接続に
よるコンピュータネットワーク

プログラム
:コンピュータに対する命令
処理を記述したテキスト

コンピュータ
:自動計算機

プロトコル :
通信規約。データ通信を行う
ために、あらかじめ定めてお
く規約。信号送信の手順、デ
ータの表現法などを定める。

ISP(プロバイダ):
インターネットへの接続を提供す
る組織のことである(相互接続す
る)。日本では電気通信事業者の
一つとして位置づけられている。

ウェブ(World Wide Web、WWW):
インターネット上で提供されるハイ
パーテキストシステム。W3Cあるい
は単にWebとも呼ばれる。インター
ネットの応用技術のひとつである。

HTTP(HyperText Transfer Protocol):
ハイパーテキスト転送プロトコル。
WebブラウザとWebサーバの間で
HTMLなどのコンテンツの送受信に
用いられる通信プロトコル

URI:
一定の書式によってリソ
ース(資源)を指し示す識別
子。URL(場所)とURN(名
前)の2種類がある。

モバイル:
スマートフォンもクライア
ントである。WEBブラウザ
とは異なるがアプリごとで
Webサーバーと通信する。

FTP:
ネットワークでファ
イルの転送を行うた
めの通信プロトコル

SSH:
暗号や認証の技術を利
用して、安全にリモー
トコンピュータと通信
するためのプロトコル

ハードウェア:
デジタル回路なども含めたコン
ピュータの物理的部分。入力装
置、出力装置、処理装置、記憶
装置、駆動装置などがある。

ソフトウェア:
コンピューターシステム
上で何らかの処理を行う
プログラムや手続き。

データベース:
特定のテーマに沿ったデータを集めて管
理し、容易に検索・抽出などの再利用を
できるようにしたもの。 OSが提供する
ファイルシステム上に直接構築されるも
のや、データベース管理システムを用いて
構築されるものを含む。

SQL:
RDBMSにおいてデータ
の操作や定義を行うた
めのデータベース言語。

セキュリティ:
技術仕様や実装方針
はセキュリティに大
きく依存している

情報技術基礎

シンタックス:
語が文を構成する
仕組み。構文規則

値と型と名前:
名前が値を参照している。
値にはデータ型がある。

分岐、反復:
分岐はif, while。反復は
for, eachなどが使われる

演算子:
各種の演算をあら
わす記号のこと。

変数:
データを一定期間記憶し必
要なときに利用できるよう
にするために、データに固
有の名前を与えること

ポインタ
あるオブジェクトがなんらかの
論理的位置情報でアクセスでき
るとき、それを参照するもの

サブルーチン(関数):
サブルーチンが返す値は「戻り
値」と呼ばれる。「引数」をと
り、値を返すことから「関数」
と呼ばれる。オブジェクト指向
ではメソッドとして記述。

データ構造②:
コレクション、配列
(Array)、辞書(Hash)などを
プログラミングでは使う

オブジェクト:
プログラム上の手続きの対象を抽
象化する概念。クラス、インスタ
ンス、インヘリタンス(継承)、イ
ンターフェースなどで実装

通信:
情報を伝達すること。

情報:
意味のあるデータ
の複合体のこと

データ:
コンピューターの処理の
対象となる数値文字記号

規約:
人々の協議によっ
て決めた規則。

IP技術:
インターネット
プロトコルの略

パケット通信:
端末からのデータをPADでパケット
に変換して伝送し、交換設備の記憶
装置に蓄積し、中継伝送路の空いて
いる時間に送り出し、受信側の交換
機の記憶装置に蓄積された後送出さ
れ、PADで元のデータに変換され相
手先の端末に届く通信方式である。 PDU:

プロトコル・デ
ータ・ユニット

モニター:
ディスプレイ。コンピュ
ータから出力される静止
画または動画の映像信号
を表示する機器である。

キーボード:
コンピュータへの入力装置の一つ。
指でキーを押すことでコンピュータ
へ文字信号などを送信するもの。

ハードディスク:
(Hard disk drive、HDD)情
報を記録し読み出す装置。

CPU:
(Central Processing Unit)コンピュ
ータにおいて中心的な処理装置と
して働く電子回路。プログラムに
よって様々な数値計算などを行う

メモリ:
主記憶装置。プロセッサ
が直接アクセスすること
のできる記憶装置。読み
書き自由なRAMと、読み
取り専用のROMがある。

補助記憶装置:
データを保持する電子媒体
と読み書きを行う駆動装置
(=ドライブ)で構成される。
ストレージともいう。

プロセッサ:
処理装置の総称。コンピュータ中で、
プログラムに記述された命令セットを
実行するためのハードウェアであり、
演算装置、命令や情報を格納するレジ
スタ、周辺回路などから構成される。

SSD(Flash Solid State Drive):
RAMディスクと同様に半導体メモ
リであるフラッシュメモリ使用し
た単独の記憶装置。PC用やサーバ
ー機での使用が進んでいる。

システムソフトウェア:
コンピュータのハードウェアを管
理・制御するなど、コンピュータ
の稼動や使用そのものをサポート
するためのソフトウェア全般

アプリケーションソフトウェア:
コンピュータの利用者がコンピュー
タ上で実行したい作業を実施する機
能を直接的に有するソフトウェア。
ワープロや表計算など。

オペレーティングシステム(OS):
コンピュータにおいて、ハードウ
ェアを抽象化したインターフェー
スをアプリケーションソフトウェ
アに提供するソフトウェア

インターフェース:
界面や接触面、中間面などといった意味
を持ち、転じてコンピュータと周辺機器
の接続部分を表すようになった。ものご
との境界となる部分と、その境界での処
理方式であるプロトコルを指す。

レジスタ:
コンピュータのプロセッサなどが内
蔵する記憶回路で、制御装置や演算
装置や実行ユニットに直結した操作
に要する。速度が最速だが少量。

ミドルウェア:
OSとアプリケーショ
ンソフトウェアの中間
に入るソフトウェア

コンパイラ:
プログラムのソースコードを、機
械語、ないしバイトコードなどの
中間言語によるオブジェクトコー
ドに翻訳(変換)するプログラム。

インタプリタ:
ソースコードないし中
間表現にある命令列を
逐次解釈しながら実行
するプログラム。ファームウェア:

電子機器に組み込まれたコンピュータ
システム（ハードウェア）を制御する
ためのソフトウェアで、ソフトウェア
をROM等の集積回路などに書き込ん
だ状態で、機器に組み込んだもの

言語処理系:
コンパイラやインタプリタ

変数の種類
ローカル変数、インスタンス
変数、private、protected、
public(グローバル変数)、クラ
ス変数(静的変数)などがある

組み込みライブラリ
数値(Number)、文字列(String)
配列(Array)、辞書(Dictonary/Hash)

URL:
リソースの「場所」を識別
する。インターネット上
のデータ(ウェブページな
ど)の場所(アドレス)を特
定するための文字列

URN:
リソースの「名前」
を識別する。

クライアント・サーバー・モデル:
コンピュータシステムにおける分散処
理形態の一つ。サーバーはクライアン
トからの処理要求を受けて実際の処
理を行い，その結果をクライアント
に返すというモデル。

Webブラウザ:
ユーザーの選択したウェブリソースをサーバー
に要求してブラウザウィンドウに表示すること
により、ユーザーに提示する。通常、リソース
は HTMLですが、PDFや画像など、他のタイプ
のリソースもある。リソースの場所は 
URI（Uniform Resource Identifier）を使用して
ユーザーが指定します。

Webサーバー:
HTTPに則りウェブブラウザに対し
て、HTMLやオブジェクト（画像な
ど）の表示を提供するサービスプロ
グラム及び、そのサービスが動作す
るサーバコンピュータ。Apache, 
Nginxなどがある。

ハイパーテキスト:
複数の文書(テキスト)を
相互に関連付け(リン
ク)、結び付ける仕組み

HTML(Hyper Text Markup Language):
ウェブ上の文書を記述するためのマーク
アップ言語。ほかのドキュメントへのハ
イパーリンクを設定できるハイパーテキ
ストなどの高度な表現力を持つ。

マークアップ言語:
コンピュータ言語の一種で、文章の構造(段落
など)や見栄え(フォントサイズなど)に関する指
定を文章とともにテキストファイルに記述する
ための言語である。文章に対するそれらの指定
を「マークアップ」と呼び、マークアップを記
述するための文字列を「タグ」と呼ぶ。

ハイパーリンク:
ハイパーテキストにおい
て、複数の文書を結び付
ける役割を担う参照

スタイルシート:
構造化文書などにおける表示形式を
制御するしくみ。見栄えと構造を分
離するという目的で提唱された

JavaScript:
プログラミング言語。ブ
ラウザにはJavaScriptイン
タプリタがひとつの機能
として実装されている

DOM:
HTMLとJavaScriptなどの
外部世界とのインターフェ
ースをオブジェクトで表現
したもの。DOMとマーク
アップはほぼ 1 対 1 の関係

CSSフレームワーク:
Twitter Bootstrapなど

JavaScriptフレームワーク:
Angular, Ember, Backboneなど

Ajax:
XMLHttpRequest(HTTP通信を
行うためのJS組み込み関数)で
通信し、ブラウザの一部を動的
に変更する(=非同期通信する)
技術的アプローチ方法

CSS:
HTMLの要素をどのように修飾（表示）
するかを指示する、W3Cによる仕様の
一つ。文書の構造と体裁を分離させると
いう理念を実現する為に提唱されたスタ
イルシートの、具体的な仕様の一つ。

IPアドレス:
IPにおいてパケット
を送受信する機器を
判別するための番号

ドメイン:
IPネットワークにおいて個々のコンピュータ
を識別する名称の一部。インターネット上に
おいてはICANNによる一元管理となってお
り、世界中で絶対に重複しないようになって
いる。通常、IPアドレスとセットでコンピュ
ータネットワーク上に登録される。

ICANN(アイキャン):
インターネットのIPアドレスや
ドメイン名などの各種資源を全
世界的に調整・管理することを
目的として、1998年に設立され
た民間の非営利法人である。

DNS(Domain Name System):
ドメイン名を含むホスト名とIPアド
レスと対応を管理し、変換する。

ホスト名:
コンピュータ、ルータなどネ
ットワークに接続された機器
(ホスト)に付けられた名前

PAD:
(Packet Assembly Disassembl)
パケット組み立て分解装置

パケット:
プロトコルが扱うデータ
の単位。TCP/IPで利用。

MACアドレス:
ネットワーク上で、各ノードを識別す
るために設定されているLANカードな
どのネットワーク機器のハードウェア
に一意に割り当てられる物理アドレス

メールプロトコル:
SMTP, IMAP, POP3など

SMTP:
送信者からメールサーバへの
送信に使われるプロトコル

POP3:
受信者がメールサーバに保
存されたメールをダウンロ
ードし、ダウンロードがす
んだメールはサーバから削
除するプロトコル。

IMAP:
受信者はメールをダウンロ
ードするが、メールはメー
ルサーバ上に保存したまま
で管理されるプロトコル

パス(PATH):
外部記憶装置内でファイルやフ
ォルダの所在を示す文字列。フ
ァイルやフォルダのコンピュー
タ内での住所にあたる。

絶対パス:
記憶装置は、ルートディレクトリを頂点
とする木構造になっており、これに沿っ
て頂点から目的のファイルやフォルダまで
のすべての道筋を記述したもの

相対パス:
起点を現在位置として、目的のファイル
やフォルダまでの道筋を記述したもの

ディレクトリ(フォルダ):
記憶装置で、ファイルを分類・
整理するための保管場所。ファイルシステム:

コンピュータのリソースを操作するた
めにOSが持つ機能の一つ。正確に定
義すれば、ファイルシステムは抽象デ
ータ型の集まりであり、ストレージ、
階層構造、データの操作/アクセス/検
索のために実装されたものである。

ファイルフォーマット(ファイル形式):
ファイルの保存形式。ファイルフォーマット
の識別として拡張子をつける。しかし、拡張
子は簡単に編集できるため信頼性は極めて低
い。そのため、ファイルの先頭にマジックナ
ンバーと呼ばれるより確実にファイル形式を
識別するための情報を付加する。

ファイル:
主に補助記憶装置に格納された
データを指すが、デバイスやプ
ロセス、カーネル内の情報とい
ったものもファイルとして提供
するファイルシステムもある。

JSON:
軽量なデータ
記述言語の1つ

データ構造①:
計算機科学においてデータの集
まりをコンピュータの中で効果
的に扱うため、一定の形式に系
統立てて格納するときの形式

アルゴリズム:
問題を解くための手順を定
式化した形で表現したもの

データ記述言語:
コンピュータにおいて扱う
データを記述するための人
工言語。マークアップ言語
もこれに含まれる。

キーバリュー型DBMS:
キーに対してバリュー(値)とい
う単純な構造。Redisなど。

iOS:
アップル開発のOS

Android:
グーグル開発のOS。
オープン化している。

CSRF:
Webサイトにスクリプトやリダイレクト
を仕込むことで、閲覧者に意図せず別の
Webサイト上で何らかの操作(掲示板への
書き込みなど)を行わせる攻撃手法

XSS:
ウェブページのセキュリティ上
の不備を意図的に利用して、サ
イト間を横断して悪意のあるス
クリプトを注入させること

セッションハイジャック:
ネットワーク上で一対の機器間で交わされ
る一連の通信を途中で乗っ取り、片方にな
りすましてもう一方から不正にデータを詐
取したり操作を行なう攻撃。Session:

一連の通信。状態を保持するため
の実装方法。トークンをCookieに
保存・通信し、サーバーサイドの
セッションテーブルに保存されて
いるものとマッピングする。

Cookie:
ブラウザとHTTPヘッダの仕
組み。データ保存領域。認
証など状態管理で使用。

公開鍵暗号方式:
対になる2つの鍵(公開
鍵と秘密鍵)を使ってデ
ータの暗号化・復号を
行う暗号方式。

OAuth:
あらかじめ信頼関係を構築し
たサービス間で、ユーザの同
意のもとに、セキュアにユー
ザの権限を受け渡しする

SSL:
インターネットなどの
TCP/IPネットワークで
データを暗号化して送
受信するプロトコル

認証:
正当性を検証する作業。例えば、
ユーザ名とパスワードの組み合わ
せを使って、コンピュータを利用
しようとしている人にその権利が
あるか確認すること。

Token:
それ以上細かい単位に分
解できない文字列の並び

SQLインジェクション:
データベースと連動したWebサイトで、データベース
への問い合わせや操作を行うプログラムにパラメータ
としてSQL文の断片を与えることにより、データベー
スを改ざんしたり不正に情報を入手する攻撃

攻撃手法:
バグをついたものなどたくさ
んあるが、必要最低限のマナ
ーとして実装上注意が必要。

リレーションDBMS:
リレーションモデルに基づいた、
データを表の形式で永続化し、か
つデータ間の関連もまた表の形式
で永続化できるDBMS。一般に関
係(リレーション)は、表(テーブル)
と呼ばれることが多い。

ドキュメント指向DBMS:
スキーマレスでデータ構造が
柔軟なもの。MongoDBなど。

式:
言語によって定められた優先
順位や結びつきの規定に則っ
て評価される値、変数、演算
子、関数の組み合わせ

文:
複数の処理を一つに
まとめたもの。手続
き(プロシージャ)

プロセス:
プログラムのコードおよび
全ての変数やその他の状態
を含む。OSによっては、プ
ロセスが複数のスレッドで
構成される場合があり、命
令を同時並行して実行する

スレッド:
CPU利用の単位。プロセスに比
べて、プログラムを実行すると
きのコンテキスト情報が最小で
済むので切り替えが早くなる。
スレッドは、thread of 
execution(実行の脈絡)の略語。

ライブラリ:
汎用性の高い複数のプログラムを、
再利用可能な形でひとまとまりにし
たもの。他のプログラムに何らかの
機能を提供するコードの集まり。

標準添付ライブラリ:
デザインパターン、ファイ
ルフォーマット、数学など
開発で便利なもの

デザインパターン:
設計パターン。過去のソフトウェ
ア設計者が発見し編み出した設計
ノウハウを蓄積し、名前をつけ、
再利用しやすいように特定の規約
に従ってカタログ化したもの

API:
ソフトウェアコンポーネント
が互いにやりとりするのに使
用するインタフェースの仕様

関心の分離:
ソフトウェア工学において、プログラム
を機能面において可能な限り重複がな
い、複数の機構に明確に分割するこ
と。関心とは、プログラムのある機能
や振る舞い、目的のことである。

コンポーネント:
ソフトウェアシステムの様々な機能
を関心の分離によって分割したもの
である。システムを独立した結合の
弱い再利用可能なコンポーネント群
で構成する設計技法。

フレームワーク:
プログラミングにおいて、一般的な
機能をもつ共通コードをユーザーが
選択的に上書きしたり特化させたり
することで、ある特定の機能をもた
せようとする抽象概念のこと

SDK:
特定のプログラミング言語用のインタ
ーフェイスのためのファイル群という形
式のAPIや、何らかの組み込みシステム
と通信するためのハードウェアなど

プログラミングパラダイム:
プログラマにプログラムの見方を与えるも
の。例えば、オブジェクト指向プログラミ
ングにおいて、プログラムとはオブジェク
トをつくりそれを管理するものである。関
数型プログラミングにおいては、状態を持
たない関数の評価の連続である。

オブジェクト指向プログラミング:
相互にメッセージを送りあうオブジ
ェクトの集まりとしてプログラムを
構成する技法

関数型プログラミング:
引数に関数を作用させて計算をお
こなう。「関数」とは「数学」の
関数である。

生存期間:
いつ使えるか。

アドレス:
読み出すメモリ上の位置の一
意な識別子(論理的位置情報)。

手続き型プログラミング:
実行すべき一連の計算ステップを持
つもの。手続きはプログラム実行中
の任意の時点で呼び出すことがで
き、他の手続きからの呼び出しも、
自分自身からの呼び出しもできる。

スコープ:
有効範囲。ある変数や関
数が特定の名前で参照さ
れる範囲(アクセス範囲)

凝集度:
クラスの機能と属性の関連性の強
さ。関連する機能(メソッド)や属性
(変数)をあちこちに分散させずに、
適切なクラスに分割することで、凝
集度が高くなる。凝集度を高くする
目的は、システムの保守性、拡張性
を向上させることである。

結合度:
オブジェクト間の依存度のこと。オ
ブジェクト間の依存性が低いことを
疎結合と言われていて、あるクラス
の実装の変更が、他のクラスに影響
を及ぼさないようにすることで、疎
結合にして、コードの拡張性と保守
性を高めることが目的である。

名前空間:
冗長な命名規則を用いなくても名前
の衝突が起こらないようにし、しか
もそれを容易に記述できるようにす
るためだけの概念

プロパティ:
フィールドとメソッ
ドの中間的な存在

アクセサ:
メソッドの中で特にオブ
ジェクトからフィールド
の値など単一の値を出し
入れするメソッドのこと

ゲッタ(getter):
値を取得するア
クセサメソッド

セッタ(setter):
値を代入するア
クセサメソッド

イベント駆動型プログラミング:
起動すると共にイベントを待機し、
起こったイベントに従って処理を行
うプログラミングパラダイムのこと

無名関数:
名前付けされずに定
義された関数のこと

コールバック:
他のコードの引数として
渡されるサブルーチン

クロージャ:
引数以外の変数を実行時の環境(スコー
プ)ではなく、自身が定義されたスコー
プにおいて実行する。関数への引数と
して渡すことで利用者が挙動をカスタ
マイズ可能にする。遅延評価される(呼
び出されるまで何も実行しない)ので、
制御構造の定義に用いる。

ブロック(Ruby):
引数となるためのカタマリ。yieldは「ブロックを
呼び出し実行するもの」、Procは「ブロックをオ
ブジェクト化したもの」である。それ単体では存
在できず、メソッドの引数にしかなれない。

ORM:
オーアールマッパー。オ
ブジェクト指向のデータ
とデータベースシステム
のデータの変換を行う。


